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このたびは現場設置型工業用指示計をお買い上げ戴きまして、誠に有難うございます。 
 
この説明書は残留塩素濃度計の正しい取り扱い方を、説明しておりますので 
 
よくお読み下さいますようお願い申し上げます。 
 
充分な品質管理を致しておりますが、万が一輸送中の事故その他不具合がございましたら 
 
誠にお手数ながら、お買い上げの店にお申し付けください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

安全にご使用していただくために 
 
本器を安全に正しくご使用して頂く為、下記の注意事項を必ずお守り下さい。 
１.電源端子などに御注意下さい。 
 御使用時は、電源端子などに直接触れないようにして下さい。 
２.設置場所は安全なところへ。 
 本器は、現場設置型タイプです。振動の無い場所、据え置き強度の有る場所に設置して下さい。 
万が一落下しますと、負傷事故の発生の原因となります。 
３.安全対策を別途設けて御使用下さい。 
保安対策を取る必要が有る最終製品（装置）に本器を使用される場合は、残留塩素センサーの異常 
 誤動作、故障などによる制御不調が生じた時の安全対策を、最終製品側に、別途施してからご使用 
 下さい。 
４.電源スイッチ及びヒューズを別途用意して下さい。 
 本器には、電源スイッチ、ヒューズを装備しておりますが、安全の為、最終製品側にも 
電源スイッチ、ヒューズを設けて下さい。 
５.感電防止について 
 感電事故を防ぐ為に、計器本体のアースは、必ず大地接地して下さい。また濡れた手で運転操作 
 したり、触れたりしないで下さい。 
６.電気関係の配線は有資格者が行なって下さい。 
 素人配線ですと感電や事故発生の恐れが有りますので、有資格者が行なって下さい。 
７.本取り扱い説明書の記載内容について 
 本器を安全にご使用して頂く為に、本説明書に記述した「注意」事項や取り扱い方法を遵守 
 して下さい。遵守しないで本器を使用した場合、感電や本器自身の損傷・機能低下、あるいは 
 最終製品（装置）に損傷を与える恐れが有ります。 

安全注意事項（警告） 
■配線の端末処理      ：端子部の配線が脱落・線間の接触が無い様に絶縁スリーブ付圧着端

子をご使用下さい。 
■電源・接地の確認     ：電源配線・接地配線が正しく確実に行われているか、本器の電源電

圧が合っているか必ず確認した後に、本器の供給電源（分電盤又は

コンセント）を入れて下さい。 
■ケース内部は接触禁止   ：メンテナンスなどを行う際は、ケース内部に手などを入れないで下

さい。 
■可燃性ガス中での使用禁止：引火性ガス・蒸気の有る場所で本器を動作させないで下さい。 
■修理・点検              ：修理・点検する時は、当社又は、お買い上げの販売店にご依頼下さ 

い。 
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１．概要 

本器は、超高入力インピーダンスＩＣを採用した高い信頼性と安定性を備えた工業用 
ｐH(ORP)計です。又高い信頼性と安定性を備えた現場設置型工業用ｐH計です。 
レコーダー出力は標準ＤＣ４～２０ｍＡ（絶縁型）です。その他自動温度補償回路も内蔵されて

おりますので、液温変化による測定誤差も防げます。 
 

 
２．仕様 
 ｐH計 ＯＲＰ計 
型 式 ＦＺ－７０Ｐ ＦＺ－２００Ｐ ＦＺ－７０Ｍ ＦＺ－２００Ｍ 
測定範囲 ０～１４ｐH －７００～＋７００ｍⅤ 
測定精度 ±0.1ｐH ±１０ｍⅤ 
電 源 AC100／200V DC24V AC100／200V DC24V 
消費電力 約６VA 約 0.7VA 約６VA 約 0.7VA 
伝送出力 ＤＣ４～２０ｍＡ（絶縁型） 
周囲温度 －１０～４５℃ 
相対温度 ８５％以下 
外形寸法 「設置」参照 
 
３．標準付属品 
取扱い説明書 ----------------------------------------------------------------------------- 1冊 
検査書 -------------------------------------------------------------------------------------- 1枚 
保証書 -------------------------------------------------------------------------------------- 1枚 
ｐH７標準液（５００ｍℓ ）ｐH計に添付 -------------------------------------- 1本 
ｐH４標準液（５００ｍℓ ）ｐH計に添付 -------------------------------------- 1本 
キンヒドロン粉末（５００ｍℓ 溶解用）ＯＲＰ計に添付-------------------- １袋 
ポリビン（５００ｍℓ 溶解用）ＯＲＰ計に添付-------------------------------- １本 
ヒューズ（０．５Ａ） ----------------------------------------------------------------- １本 
 
 
４．各部の名称 
4－1 前面 
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4－2 背面 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．設置 
5－1 計器の設置場所 

（1） 振動の少ない場所 
（2） 温度変化の少ない場所（周囲温度－10～45℃） 
（3） 腐食性ガスの少ない場所 
（4） 保守作業が便利な場所 
 

5－2 計器外形寸法と取付方法 
  下図のように２インチ・インチ半のパイプに付属のＵボルトで取り付けます。 
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5－3 電極及びホルダーの設置場所 

（1） 振動の激しい場所や、電気機器に近い場所は避けて下さい。 
（2） 保守作業の行い易い場所に取付けて下さい。 
（3） 被検液の液面に変動があってもホルダーの内部液は、常に液面より上になる様にして下さ

い。 
（4） 電極の先端感応部が乾燥しない様にして下さい。 
（5） 流通型ホルダーは、パイプラインに接続しますが、必ずバイパスとストップ弁を取り付け

て電極をとり出せる様にして下さい。 
 
６．配線 
6－1 計器背面端子台の配線 
（1） 電極入力端子の配線 

１    ガラス電極ケーブル 
２    比較電極ケーブル 
３・４  温度補償電極ケーブル 
５    シールドアースケーブル 

（2） 伝送出力端子の配線 
ＲＥＣ ＋・－ 表示に対する 
伝送出力です。 
記録計等の＋・－に配線します。 
ＤＣ４～２０ｍＡ 絶縁型  
負荷抵抗５００Ω以下 

（3） 電源端子の配線 
AC１００・０・２００V 
ＡＣ１００Ｖの場合：０と１００Ｖに配線して下さい 
ＡＣ２００Ｖの場合：０と２００Ｖに配線して下さい。 

（4） 大地アース（第３種アース）端子の配線 
ＧＮＤ 確実に大地接地して下さい。 

6－2 配線上の注意事項 
（1） 電極ケーブルを延長する場合は、必ず専用ケーブルと専用コネクターボックス 

を使用下さい。 
（2） 専用ケーブルは途中でつぎたしての使用はできませんので、必ず一本物を使用 

して下さい。 
（3） 専用ケーブルの端末は濡らしたり、手あかや油で汚したりすると、指示不安定の 

原因となります。常に乾燥・清潔状態を保って下さい。 
（4） 電極線と動力線は必ず別々のコンジット配管で配線して下さい。誘導を受けて指示不

安定の原因となります。 
（5） 計器本体のＧＮＤは確実に大地アースして下さい。 
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７．運転 
7－1運転準備 
  計器、電極などの取り付け及び配線が完了しましたら、次の点を再確認して下さい。 

（1） 配線の誤りは無いか。 
（2） 電源電圧に間違いは無いか。 
（3） 計器アース端子は、確実に接地されているか。（ＧＮＤ） 
（4） 電極先端部の保護キャップは、外してあるか。 
（5） 電源スイッチをＯＮに入れて下さい。（３０分程通電してから御使用下さい。） 
 ※注意····················雨水などの浸入を防ぐために背面をきつく締めて下さい。 

８．ｐH標準液による調整 
８－１調整前の準備 

（1） 電極を、被検液から取り出し、清水でよく洗浄して下さい。 
（2） ｐH７、ｐH４の標準液は JIS規格適合品を御使用下さい。 
（3） 電源のスイッチのＯＮを確認して下さい。 

８－２調整 
（1） 電極をｐH７標準液に浸して下さい。 

１０秒前後で表示が安定しますからＳＴＤボリュームをまわして、ｐH７に合わせて
下さい。 

（2） 電極をよく洗浄してｐH４標準液に浸して下さい。 
１０秒前後で表示が安定しますからＳＥＮＳボリュームをまわして、ｐH４に合わせ
て下さい。 

（3） 電極をよく洗浄し、再現性を見るためにもう１度ｐH７標準液に浸して下さい。前に
行った値を再現すればＯＫです。 

（4） 以上で調整は終わりです。被検液に電極を浸せばその液のｐHを測定する事が出来ま
す。 

９．ＯＲＰの測定（ＦＺ－７０Ｍ・ＦＺ－２００Ｍ） 
9－1 測定方法 

被検液に電極を浸せば酸化還元電位（ＯＲＰ）を測定する事が出来ます。 
9－2 電極検査 
   電極の検査用にキンヒドロン粉末を用意しております。 

（1） ビーカーにキンヒドロン粉末を１袋入れ、純水又は蒸留水を５００ｍℓ となるように
入れ、よく攪拌して下さい。 

（2） 電極をよく洗浄して、キンヒドロン溶液に浸して下さい。 
（3） 下記の起電力が発生していれば電極は正常です。 
 

ＯＲＰ電極 比較電極 起電力 
金又は白金 塩化銀 ２６０ｍⅤ±２０ｍⅤ 
金又は白金 カロメル ２２０ｍⅤ±２０ｍⅤ 

  尚、弊社製ＯＲＰ電極は特に指定がない限り、金と塩化銀です。 
  ※ キンヒドロン粉末は溶解後４８時間以上経過したものは使用出来ません。 
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１０． 保守管理 
１０－１ 電極寿命 
   各電極の寿命は、現場の状況や使用条件によって異なりますので、一概に言えませんが、保守

をよく行った場合でおよそ６ヶ月～１年間です。 
 

保守の日程表 

頻度 保守項目 参照項目 
5～７日毎に 1度 ・電極の洗浄 

・内部液の補充確認 
・標準液調整 

１０－５ 
５－３ 
８－１、８－２ 

 
保守日程は被検液の種類は、測定条件によって決定されますので、適切な頻度を経験的に決定し 
効果的な日程を作って下さい。 
前表は特別に困難のない場合の保守点検です。 

１０－２ 標準液の取扱い 
ｐHの測定は、ｐH標準液を用いて、電極の特性と計器の目盛特性を合わせて行いますから、 
ｐH標準値すなわち、計器の目盛値ということになります。したがって、標準液の正確さは 
大変重要です。 

（1） 保存上の注意 
①容器は、硬質ガラスかポリエチレン製の密閉できるビンを用いて下さい。 
②ビンのフタを開いたまま放置しないで下さい。 
③標準液の保存期間は、密閉した状態で約６～12ヶ月です。 

１０－３ 粉末標準液と作り方 
粉末標準液は、ｐH計及びＯＲＰ計用の標準液を容易に作る事ができ、保存も簡単である 
事から、現在広く使用されています。次のものが常備されていますので、必要の折には御用命 
下さい。 
 
●ｐH用粉末標準液   ｐH４、ｐH７、ｐH９ 
●ＯＲＰ用粉末標準液  キンヒドロン粉末 

（1） ビーカーに粉末標準液を 1袋を入れ、純水又は蒸留水を５００ｍℓ となるように
入れ、よく攪拌して下さい。 

（2） 常温の純水に溶解させますと、約 10分程度で完全な標準液になりますが、低温の
場合はある程度時間をとって下さい。 

１０－４ 電極用内部液の作り方（塩化銀内極） 
ビーカーに市販の特級塩化カリウム試薬を１２３ｇを入れ、純水又は蒸留水を５００ｍℓ となる

ように入れ、結晶が無くなるまでよく攪拌して下さい。 
※注意 純水の温度が低い場合は、溶解速度が遅くなりますので、少し暖めて溶解して下さい。 
    当社には５００ｍ用粉末内部液及び 3.3Mol塩化カリウム水溶液が常備されております 
    ので、必要の折は御用命下さい。 
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１０－５ 電極洗浄 
電極の感応ガラス膜が汚れますと、電極の起電力が変化したり、応答が悪くなったりしますので 
先端のガラス膜の部分を次のように洗浄して下さい。 
※注意 電極はガラス製品ですから、取扱いには十分注意して下さい。 

（1） 軽度の汚れ 
①ｐH電極 
清水（水道水など）中に電極部を浸し、きれいなろ紙、又はガーゼ等で軽くこす

って下さい。 
②ＯＲＰ電極 
ガーゼ、脱脂綿などにアルコールを含ませて金属面を拭いて下さい。 

（2） 強度の汚れ 
①ｐH電極 
油脂のような有機物は、有機溶媒（例えば四塩化炭素）を含ませたガーゼ・脱脂

綿などで軽くぬぐった後、純水でよく洗浄して下さい。 
炭酸カルシウムなどの無機物は、0.1 規定程度の塩酸又は中性洗剤などで洗った
後純水でよく洗浄して下さい。（塩酸の長時間浸漬は避けて下さい。） 
以上の洗浄でもｐHあたりの起電力が通常の値に戻らない場合は、電極膜の劣化
ですから新しい電極と交換して下さい。 
②ＯＲＰ電極 
サンドペーパー（3000番程度）で金属を研磨して下さい。 
重クロム酸に電極の先端を浸漬させた後、純水でよく洗浄して下さい。 
※注意 重クロム酸での洗浄は、内部液補充口を大気開放にして、約 24時間浸漬 
    して下さい。洗浄後は安全の為内部液を交換してから御使用して下さい。 
    （内部液 3.3MKCL溶液） 

１０－６ 電極使用上の注意 
（1） 電極リード線の端子に湿気・ホコリ・油脂などが付着していると絶縁が低下しま

す。万一、汚れた時はアルコールや四塩化炭素などで洗浄、乾燥して下さい。 
（2） 電極に強い衝撃や振動は与えないで下さい。ガラス膜が破損しない時でも、内部

電極が破損したり、内部リード線が断線する事があります。 
（3） 乾燥状態のｐH電極を使用する場合は一昼夜蒸留水又は、中性リン酸塩（ｐH７

標準液）に浸漬させた後御使用下さい。 
１１．故障の時とるべき処置 
１１－１ 計器側か電極側か 

（1） 計器のＧＬＡＳＳ・Ｒ・端子からそれぞれのケーブルを外し、ＧＬＡＳＳ・Ｒ・端
子を短絡して下さい。 

（2） ｐH 指示計がｐH７（ＯＲＰ計では０ｍⅤ）付近を示しＳＴＤ（ＯＲＰ計では調整
ボリュームは有りません）調整ボリュームを回してｐH７（ＯＲＰ計では０ｍⅤ）
をカバー出来れば計器は正常です。 

（3） 指示が不安定な振れ方をするか、あるいは下限側又は上限側に振り切った時は計器
側の故障です。 
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計器の故障の場合は当社か代理店にお知らせ下さい。 
１１－２ 故障と対策 
現象 原因 処置 

電源が供給されていない 電源を入れる 
ケーブルの断線及び誤配線 ケーブルを確認する 
被検液の不足 被検液の量を確認する 
ガラス電極のクラック及び破損 電極を交換する 

表示が振れない 

温度補償抵抗の断線 電極を交換する 
被検液のｐHが高すぎる 
被検液のｐHが低すぎる 

他のｐH計で確認する 
他のｐH計で確認する 

ケーブルの絶縁不良 ケーブルを短くして再

加工又は交換する 
比較電極のＫｃｌ不足 Ｋｃｌを補充する 

表示が振り切れる 

比較電極の劣化 電極を交換する 
被検液の不足 被検液の量を確認する 
比較電極の液絡部抵抗大 液絡部を洗浄する 
比較電極の劣化 電極を交換する 

表示が不安定 

被検液に電気的ノイズがある 液アースをとる 
電極の汚れ 電極を洗浄する ｐH7 標準液でｐH７に合わせ

られない 比較電極の劣化 電極を交換する 
電極の汚れ 電極を洗浄する ｐH４標準液でｐH４に合わせ

られない ガラス電極の劣化 電極を交換する 
電極の汚れ 電極を洗浄する 表示応答が遅い 
電極の劣化 電極を交換する 
被検液に電気的ノイズがある 液アースをとる 標準液で良くプロセスで不良 
絶縁不良 アースの点検 

 
上記以外の故障の時は、状況を詳細に、当社か代理店にお知らせ下さい。 


